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1. 背景と目的　20世紀前半から都市化の手法として

独立した鉄道の交通網が建設されるようになったた

め、市街地の中に鉄道高架下（以下、高架下）という未

利用の空間が発生した。高架下空間は通称「ガード

下」と呼ばれ、駅付近で親しまれる一方、街を分断し

「暗い・汚い・騒音」というマイナスイメージ(図1)を

つくり、多くは倉庫や、駐車場等として利用されてい

るのが実態であった。しかし、近年高架橋の耐震化が

進み、また、交通渋滞緩和のための連続立体交差事業

の増加（図2）とともに高架下空間に新たな機能が加

えられた建築が出現し（図3）、建築作品として評価さ

れる事例もみられるようになっている。本研究は、高

架下空間の有効活用事例を取り上げ、その空間構成

およびデザイン性について整理・分析し、考察を行

う。そして、現代の鉄道高架下建築のあり方とその設

計手法を明らかにすることを目的とする。

2. 研究概要　本研究では、「新建築」「商店建築」の掲

載または建築・デザイン賞注2）受賞歴のある高架下建

築12件注3）を対象とする(表1)。建築図面および設計

者の言説から建築構成、設計意図に関する整理・分析

を行う。

3. 高架下の利用形式

3.1 用途と土地利用　対象の高架下建築事例の概要

を表2に示す。沿線のため大半が商業地域に属し、さ

まざまな用途利用がされているが、許容建蔽率が高

いにもかかわらず、建蔽率が低い事例が多い。つま

り、周辺に比べて密度が低く、通り抜け通路や公開空

地をもつ計画となっているといえる。

3.2.a 高架下建築の構成　高架下建築には【高架橋

との関係】により、図4に示すように≪独立型≫≪一

体型≫≪開放型≫が存在する。さらに≪独立型≫の

中に、図5に示すように、【配置】計画においては≪一

棟型≫≪分棟型≫がみられ、【立面】形状においては

≪箱型≫≪家型≫がみられる。以上より高架下建築

構成による3つの要素から対象作品を6つのグループ

に分けた（図6）。

3.2.b 分 析　【高架橋との関係】においては、≪独立

型≫が10作品と多く、≪一体型≫≪開放型≫は各1作

品であった。≪独立型≫では、高架下を街の未利用の

敷地とみなし、その中に新たな建築が独立し、加えて

外構計画を含む建築として計画されている。≪独立

型≫の計画をみると【配置】別では、高架下空間にお

いて≪一棟型≫は建築と大きな前庭や広場というま

表 2. 建築概要一覧

0

100

200

300

400

500

1973 1978 1983 1988 1993
(年)

1998 2003 2008

施設が
一か所に集
まっている
もの注 3

施設が
2 か所以上
に分かれて
いるもの

一棟型 分棟型

配

置

屋根形状が
陸屋根のも
の

屋根形状が
陸屋根でな
いもの

箱型家型

立

面

独立型
床・壁・屋根を
有しているもの

床・壁を
有しているもの

床を有しているもの高
架
橋
と
の
関
係

一体型 開放型

開放型一体型独立型
箱型家型

一
棟
型

分
棟
型

⑧
グループ 6

⑨
グループ 5

③⑫
グループ 4

①④
グループ 2

⑤⑩⑪
グループ 3

②⑥⑦
グループ 1

高架橋との関係
立面

配
置

表 1. 調査対象一覧

図 1. 高架下建築の施工前 (2k540)

図 3. 高架下建築の施工後 (2k540)

図 5.≪独立型≫の類型

図 4.≪高架橋との関係≫の類型

図 6. 形態グループ分け一覧

図 2. 連続立体交差事業の推移注1）



とまった外部の公共空間をもち、≪分棟型≫は半屋

外の路地状通路を共有した複数の小さな建物の集ま

りである。【立面】別では、≪家型≫では屋根形状によ

り採光や通風など室内環境に変化を与えており、人

が滞在する機能をもつものが多い。≪箱型≫ではテ

ナント区画を構成するユニットの組み合わせで計画

され、集客機能をもつものが多い。≪一体型≫≪開放

型≫は、ガラスサッシの有無により屋内外の差があ

るが、それぞれ高架アーチ型や空間の大きさを活か

して、建築化させた事例といえる。

4. 言説分析

4.1 分類　次に、各建築の設計手法、設計意図につい

ての言説分析を行う。表現方法や高架下利用の価値

を明らかにすることを目的として、図7に示すように

言説文から6つの言語群に分けて抽出した（表3）。

4.2 分析　各言葉群の抽出数および共通言説を表４

に示す。共通言説から各類型の言葉の特性を見ると

＜要素群＞では「屋根」「柱」等から空間構成を表す言

葉、＜状態群＞では「連続」「並ぶ」等から空間の連な

りを表す言葉、＜社会群＞では「賑わい」「開発」等か

らまちづくり活動に関係する言葉、＜操作群＞では

「開放」「延長」等から周辺と関係づける言葉、＜行動

群＞では「通る」「回遊」等から歩行に関する言葉があ

らわれている。

5. 構成と言説の関係性　次に、各建築と各言葉群と

のコレスポンデンス分析を行い、それぞれの特性と

位置づけを探る。結果が顕著であった＜要素群＞と

＜社会群＞の結果を図8、図9に示す。各作品と＜要素

群＞の分析では、縦軸は「広場」「通路」から場所↔機

能の軸、横軸は「建具」「屋根」から部分↔全体の軸と

読み取れ、構成による類型の特性をあらわす言葉が

認められた。一方で、各作品と＜社会群＞の分析で

は、縦軸は「人々」「社会」から人↔都市の軸、横軸は

「ネットワーク」「継承」から公共事業価値↔文化価値

の軸として、各作品の位置づけがみられる。その中で

≪一体型≫は、高架下に歴史遺産的価値があること

もあり、特異な事例であるといえる。

6. まとめ　本研究では、鉄道高架下空間の建築につ

いて空間構成の把握とともに、重要な要素である利

用形式、形態、設計意図といった事項を関連させた分

析を行い、整理した。実際に対象を訪れてみると、高

架下建築が分断されていた街をつなぎ、一体的に再

編する原動力となっていて、いずれも賑わいのある

場所であることを感じることができた。現在進行中

のプロジェクトも数多く、鉄道会社だけでなく、高架

下を積極的に利用できるよう指針を出す自治体も現

れており注5）、今後はホテル、図書館など、ますます多

機能化することも予想される。これからも注目して、

その空間の可能性を探っていきたい。

【注釈】
1）国土交通省「連続立体交差事業の概要」　　　
　http://www.mlit.go.jp/road/ir/iinkai/7pdf/42.pdfより掲載
2）グッドデザイン賞、日本建築家協会優秀建築選
3）④～⑧は同じ場所だが、設計者・敷地等が異なる為、対象を分ける
4)法規上分断されている場合は除外する
5）杉並区役所（2016）「鉄道高架下の活用」,参照2018-11-30
　http://www.city.suginami.tokyo.jp/kusei/toshiseibi/machi/1017588.html
【参考文献】
1）新建築社『新建築』（2008/11～2015/04）
2）商店建築社『商店建築』（2011/06）
3）日本デザイン振興会 『GOOD DESIGN AWARD』（2011～2017）
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表 3. 言説の抽出例

小計 1 8 1 5

分類　　抽出数　共通して見られる凡例（1 2件中）
要素群　　5 9 2　高架下 ( 1 1件 )、屋根 ( 9件 )、柱 ( 8件 )、鉄道 ( 4件 )等
状態群　　3 8 5　連続 ( 8件 )、沿う( 4件 )、並ぶ ( 4件 )、流れ ( 3件 )等
社会群　　3 5 9　地域 ( 1 0件 )、賑わい（5件）、開発 ( 3件 )、文化（3件）等
操作群　　1 8 6　開放 ( 7件 )、繋ぐ( 5件 )、延長 ( 3件 )、生かす( 3件 )等
機能群　　1 6 2　スタジオ( 3件 )、商業施設 ( 3件 )、駅 ( 2件 )等
行動群　　1 3 1　回遊 ( 4件 )、入る( 3件 )、通る( 2件 )、往来（2件）等

「新建築」2008 年 11 月号 p.175
「京急高架下文化芸術活動スタジオ日ノ出スタジオ」
/日野雅司
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図 7. 言説の抽出方法

図 8. 各作品と≪要素群≫の散布図とスラスター

図 9. 各作品と≪社会群≫の散布図とスラスター

表 4. 言説の抽出


